家庭礼拝　2011年4月27日　コリント第Ⅰ　12章
　賛美歌323　喜び祝えわが心よ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌327　すべての民よ、喜べ
起
このコリントの手紙の内容は、しばらくの間、コリント教会から来た質問に答えるように、教会内のいろいろな問題や、身近な問題について語られてきました。みだらな人や、信仰のない人々との問題。結婚の問題や、偶像にささげられた肉の問題、男と女の問題、礼拝の被り物の問題、主の晩餐の問題などいつも身近にある問題で、コリントの教会の実情を髣髴とさせるような問題に対して、パウロは、どうするべきかの指示を与える解答としての内容でした。
ですが、この12章からはちょっとちがいます、コリントの人々の質問に一通り答えた後、パウロは信仰の核心的な事について、パウロ自身から語りかけます。いったい信仰とは何なのかの、大切な部分となります。この12章では霊の賜物について語られています。信仰とはもともと霊的なものです。すなわち密教的なものです。キリスト教のように、言葉で伝えていくような宗教を顕教的といい、禅仏教などのように言葉を超えた方法すなわち以心伝心で伝えていくような宗教を密教的といいます。霊的なものは、本来言葉に表現しようのないものなのです。すなわち体験でしかわからないのです。世界宗教である、キリスト教、イスラム教、仏教、そしてちょっと系統は違いますが道教のそれぞれの開祖といわれる人々が、その教えを悟った時の状況に共通のことがあります。それは、イエスも、マホメットも、仏陀も、老子もその教えを悟ったときはたった一人で、断食して、その悟りの体験をしたと言うことです。誰かに教えられたわけではありません。天からの啓示があったのです。パウロ自身も断食はしていませんでしたが、教えられたのではなく、天からの啓示を受けたのです。聖テレジアも、マザーテレサも、アッシジのフランチェスコも皆同様の体験をしているのです。すなわち、この信仰の問題を突き詰めていくと、それは決して文字の中やグループの中にこの回答があるわけではなくて、神との、または絶対的世界との、一対一で向き合った世界の中で、与えられる、啓示の体験であるという事ができます。そして、その神または絶対的世界との仲立ちをするのが霊といえるのです。そういった意味では、この霊の理解というのは、信仰の核心を捕らえるためにはとても大切なものと言うことになります。
今の教会では、この霊の問題を大きく取り上げようとはしません。それは、この霊の問題は捉えがたく暴走しやすい問題だからです。オウム真理教や他のカルト集団などがその例です。この霊の問題を正しく指導できるのは、その霊的体験を正しく経験してきた人だけなのです。そのような人々は宗教によっては導師またはグルと呼ばれ、今修行中のその人が霊的にどの状態にあり、どの方向に行けばよいのかを的確に指導することが出来る人のことを言います。仏教やヨガではこのような導師のシステムが比較的発達しました。ところがキリスト教は、言葉による理解を中心としてきたため、このようなシステムは発達せず、わずかにカトリックの中の修道院で発達しましたが、一般的には個々人の問題のままとなってしまいました。ですから、キリスト教では、誰かが霊的な異常な体験をすると、その人は自分が特別な人間と錯覚してしまったりして、的確な指導のないまま、むしろ弊害が生じてしまう場合もあるのです。それで、教会はその霊的な体験が大切であることはわかっていても、コントロールの難しさから、言葉による宣教へと発達したわけです。
ですが、信仰とは本来、霊的体験に基づくものであり、原始キリスト教のエネルギーの源泉でもあったのです。そのような考えを背景として考えながら、このパウロの霊についての教えを聞いてみたいと思うのです。
承

パウロは1節で、
１コリ 12:1　兄弟たち、霊的な賜物については、次のことはぜひ知っておいてほしい。
と、霊的な賜物に関する大切なことを伝えようとしています。そして3節では、こう言いました。
１コリ 12:3　ここであなたがたに言っておきたい。神の霊によって語る人は、だれも「イエスは神から見捨てられよ」とは言わないし、また、聖霊によらなければ、だれも「イエスは主である」とは言えないのです。
私たちは、いつも礼拝でイエスは主であると告白していますから、いつも聖霊によって導かれているのだと思いがちですが、実は、そんな生易しいことではないのです。ここで訳されている、イエスは神から見捨てられよ、と言う言葉は、イエスは神にのろわれよ、とも訳されることもある言葉です。すなわち、ここに上げられた言葉は、クリスチャンが、イエスは神にのろわれよ、と言うか、イエスは主である、と言うかの瀬戸際に立たされたときの選択の話をしているのです。当時はこの言葉だけでも、その状況を知ることが出来ました。今では、パウロの手紙だけからはその背景がわかりにくいので、単に聖霊によらなければ、誰もイエスは主であるとはいえない、と言う教えだけに聞こえますが、これは実はとんでもないのです。この時代は、クリスチャンは常に迫害にあっていました。迫害する人々に捕らえられたクリスチャンは、その人々の前で、イエスは神にのろわれよ、またはイエスは神から見捨てられよ、と言わなければ許されなかったのです。死に至る刑罰もあったのです。日本での踏み絵と同じ働きなのです。当時の人たちはこの言葉からすぐ、そのことを連想しました。イエスは主である、と言うときは、死さえも覚悟して言うときなのです。ですからそれは、聖霊によらなければいえない言葉だったのです。ですから、イエスは神から見捨てられよ、またはイエスは神にのろわれよ、と言う人々は恐れの霊に捕われて、その信仰を捨てた人であり、神の霊によって語る人ではあるはずがないのです。
そして、イエスは主である、と言うときの主と言う言葉は当時はローマ皇帝にしか使えない言葉でした。日本だったら、イエスは天皇です。といっているようなものです。単に主人といった意味ではないのです。イエスは主であると言うとき、他の一切は主でなくなるのです。ですから、ローマ帝国でさえもある時期、キリスト教を迫害したのです。イエスは主であると言うとき、イエス以外に大切なものはない、命よりも大切であるといっているようなものです。このような意味をこめて、私たちは、イエスを主としているでしょうか、主よと呼びかけるとき、命よりも大切な方として呼びかけているでしょうか。そのような、何よりも大切な方として主よ、と呼びかけるとき、それは人の意思や計算では出来るものではなく、聖霊によらなければいえない言葉なのです。聖霊は、私たちの命をも超えて、主の御許に導くものなのです。私たちの信仰的霊的体験とは、この聖霊の導きの力を信じ、体験することなのです。それは言葉を超えた聖なる体験なのです。
転

パウロはここで、霊的な賜物について語ろうとしています。4節では、
１コリ 12:4　賜物にはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ霊です。
といっています。私たちにはそれぞれ、いろいろな賜物、いろいろな能力が与えられています。パウロはそれらの賜物である、能力はすべて同じ霊がお与えになっているのだと言いました。そして、その霊とは三位一体の神のことであることを暗示しています。この霊のことを、主のことと、神のことと三つを並べて同時に語っているからです。それは4節から6節です。これは神が三位一体の神であることを言おうとしているのです。
１コリ 12:4　賜物にはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ霊です。
１コリ 12:5　務めにはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ主です。

１コリ 12:6　働きにはいろいろありますが、すべての場合にすべてのことをなさるのは同じ神です。
賜物は霊によって与えられ、務めは主によって与えられ、働きは神によってなされるといっています。それらはすべて自分のものではなく、与えられたものです。
ここで言われている、賜物、務め、働きと言う言葉が何を指しているのか、いまひとつ分かりにくいので口語訳と、英語の聖書を調べてみました。ここで賜物といっているのは口語訳では霊の賜物と、より限定的に書いてあります。英語でもspiritual giftとなっており単に賜物と言うより、霊的な賜物のことを指しているようです。次に務めとは何かと言うと、英語ではservingとなっています。すなわち仕える事、奉仕することです。すなわち、務めとは神に仕えることです。働きとは何でしょうか。英語ではAbilitys to perform serviceとなっています。すなわち奉仕を遂行する能力です。そして英文では神がその奉仕を遂行する能力を与えてくれると言う内容になっています。口語訳から、新共同訳になって特に強調されているのは、それらの霊の賜物、務め、働きは、霊と主と神とによって与えられたものであると言うことです。与えられたものと言うことが強調されています。そして、人それぞれにはいろいろ違った形があったとしても、それらはすべて一つのところから出ていると言うことです。
そしてここでは、その霊的な賜物についてより具体的に説明をしています。まず7節で言われているように、一人ひとりにそれぞれ霊の働き、すなわち霊の賜物が与えられているのは、全体の益となるためだといっています。私たちは自分の能力は自分のものであり、自分の益になるように用いたがりますが、そうではなく、その能力は与えられたものであり、全体の益になるために与えられたのだといっているのです。そしてその霊の賜物の具体的なものがあげられています。8節から11節です。
１コリ 12:8　ある人には“霊”によって知恵の言葉、ある人には同じ“霊”によって知識の言葉が与えられ、

１コリ 12:9　ある人にはその同じ“霊”によって信仰、ある人にはこの唯一の“霊”によって病気をいやす力、

１コリ 12:10　ある人には奇跡を行う力、ある人には預言する力、ある人には霊を見分ける力、ある人には種々の異言を語る力、ある人には異言を解釈する力が与えられています。

１コリ 12:11　これらすべてのことは、同じ唯一の“霊”の働きであって、“霊”は望むままに、それを一人一人に分け与えてくださるのです。

パウロの言っている、霊の賜物とは、霊による知恵の言葉、知識の言葉、信仰、病気を癒す力、奇跡を行う力、予言する力、霊を見分ける力、異言を語る力、異言を解釈する力でありました。それらはまさに、霊からやってきて、全体の益になるために用いられるべきものでした。このような力は、自分から求めて得られる力ではないのです。賜物と言われているように、霊が望むままに一人ひとりに分け与えてくださるのです。そのような賜物が与えられているのだから、神様のために、全体のために益となることをしなさい。その場と力とは主と神様が供えていてくださるのだから、と言うことなのです。分裂しがちなコリントの教会の人々に、それぞれが自慢しているその賜物は、ひとつの霊から与えられたものだから、自分のほうがえらいと思うのではなく、人々のために益となるようにするのが聖霊の御心ですよといっているのです。
　次にひとつの体について、語られています。クリスチャンならほとんどの人が理解している一つの体論です。12節ではこういっています。
１コリ 12:12　体は一つでも、多くの部分から成り、体のすべての部分の数は多くても、体は一つであるように、キリストの場合も同様である。

パウロは、体が多くの部分が集まって一つの体を作っているように、キリストも多くのいろいろな賜物を持った人々が集まって、キリストの一つの体を作っているのだと言います。
そしてその一つの体になるために、私たちは洗礼を受け、皆一つの霊を飲ませてもらっているのだと言います。洗礼とは一つの体になるための通過儀礼だったのです。13節です。
１コリ 12:13　つまり、一つの霊によって、わたしたちは、ユダヤ人であろうとギリシア人であろうと、奴隷であろうと自由な身分の者であろうと、皆一つの体となるために洗礼を受け、皆一つの霊をのませてもらったのです。
その後は、体の各部分はお互いを必要とし、これがよい、あれがよいと言うようなものではないことを訴えています。そして喜びも苦しみも、一つの体として、感じていると言っているのです。それを感じているのは私たちではなく、イエスキリストなのです。部分である私たちに、その喜び苦しみが理解できなくとも全体であるイエス様はそれを感じ、小さな傷の痛みでも体全体でそれを感じているのです。それは26節と27節です。
１コリ 12:26　一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。

１コリ 12:27　あなたがたはキリストの体であり、また、一人一人はその部分です。

皆が同じ役割を果たすのではないけれども、ひとつの体として、それぞれが役割と賜物とを与えられているのだから、喜びも苦しみも共にひとつにして、イエスキリストのひとつの体となりなさいと言っているのです。パウロはさらにこうも言います。31節です。
１コリ 12:31　あなたがたは、もっと大きな賜物を受けるよう熱心に努めなさい。
パウロは、もっと大きな賜物を受けるよう熱心に求めなさいといっています。この賜物を求めることは、聖霊を求めることです。パウロは別のところで、聖霊を熱心に求めなさい。予言する力を熱心に求めなさいといっています。そして今ここでは、もっと大きな賜物を受け取るように熱心に勤めなさいといっているのです。それほどこの聖霊の賜物は大切なのです。
結

　私たちの信仰は、聖霊を受け取ることから始まります。その聖霊によって、イエスは主であると告白することができ、その聖霊によって、いろいろ霊的な賜物を受け取ることができ、そして主が備えてくださった務めを果たすことができるのです。それが、まだ聖霊を十分に受け取っていないうちに、イエスは主であると告白したつもりになり、いろいろな奉仕で活躍しているつもりになり、いつの間にか、イエスキリストの体から離れているのにも気が付かず、お互いのことを非難しあったりしてしまうのです。
　だから、パウロは何度も言うのです。聖霊を熱心に求めなさい。聖霊の賜物を求めなさい。何よりもまず、神の国と義とを求めなさい。それが始めにすることなのですよ。それが一つの体を作ることですよと言っているわけです。その聖霊を求めるには、私たちは自分の魂を、静謐のうちにおくことが必要なのではないでしょうか。その静けさの中で、霊と、主と、神とに静かに向き合うときに、自分の力によってではなく、恵によってその聖霊の賜物が与えられるのではないでしょうか。
(一分間の祈り)(祈り)

私たちに霊の賜物を与え、必要な務めを供えてくださいます、天の父なる神様。あなたの恵みに感謝いたします。私たちに本当の必要なのは、この霊の賜物をいただくことだと思います。そしてそこからすべての働きは始まります。神様、どうか私たちにこの霊の賜物をおあたえください。パウロも言っているように、どうかそれを熱心に求めていくことができますように導いてください。つい辛抱しきれずに、自分の考えで走ってしまいがちな私たちですが、どうか辛抱し、待ち望み、あなたの霊の賜物を十分に受け取ることができますように。そのために、私たちの魂に、静かなときをもお与えください。あなたと静かに向き合うことができますように。

なかなか解決を見せない福島原発事故ですが、どうかそれにかかわって日夜努力している人々に、あなたが力を与え、解決する道筋を与えてくださいますように。不意に訪れた、この災害に途方にくれている被災者の方々の上に、どうかあなたが平安と喜びと希望を与えてくださいますように。何とかしてあげたいと、立ち上がり、現場で奮闘しているボランティアの方々に、あなたが喜びを持って報いてくださいますように。また、このような大災害の裏で、忘れ去られた、多くの人々の悲しみや苦しみがありましたら、どうかあなたが慰めと、励ましの力を与えてくださいますように。

この祈りを私たちの主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆霊的な賜物

１コリ 12:1　兄弟たち、霊的な賜物については、次のことはぜひ知っておいてほしい。
１コリ 12:2　あなたがたがまだ異教徒だったころ、誘われるままに、ものの言えない偶像のもとに連れて行かれたことを覚えているでしょう。

１コリ 12:3　ここであなたがたに言っておきたい。神の霊によって語る人は、だれも「イエスは神から見捨てられよ」とは言わないし、また、聖霊によらなければ、だれも「イエスは主である」とは言えないのです。
１コリ 12:4　賜物にはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ霊です。
１コリ 12:5　務めにはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ主です。

１コリ 12:6　働きにはいろいろありますが、すべての場合にすべてのことをなさるのは同じ神です。

１コリ 12:7　一人一人に“霊”の働きが現れるのは、全体の益となるためです。

１コリ 12:8　ある人には“霊”によって知恵の言葉、ある人には同じ“霊”によって知識の言葉が与えられ、

１コリ 12:9　ある人にはその同じ“霊”によって信仰、ある人にはこの唯一の“霊”によって病気をいやす力、

１コリ 12:10　ある人には奇跡を行う力、ある人には預言する力、ある人には霊を見分ける力、ある人には種々の異言を語る力、ある人には異言を解釈する力が与えられています。

１コリ 12:11　これらすべてのことは、同じ唯一の“霊”の働きであって、“霊”は望むままに、それを一人一人に分け与えてくださるのです。

◆一つの体、多くの部分

１コリ 12:12　体は一つでも、多くの部分から成り、体のすべての部分の数は多くても、体は一つであるように、キリストの場合も同様である。

１コリ 12:13　つまり、一つの霊によって、わたしたちは、ユダヤ人であろうとギリシア人であろうと、奴隷であろうと自由な身分の者であろうと、皆一つの体となるために洗礼を受け、皆一つの霊をのませてもらったのです。
１コリ 12:14　体は、一つの部分ではなく、多くの部分から成っています。

１コリ 12:15　足が、「わたしは手ではないから、体の一部ではない」と言ったところで、体の一部でなくなるでしょうか。

１コリ 12:16　耳が、「わたしは目ではないから、体の一部ではない」と言ったところで、体の一部でなくなるでしょうか。

１コリ 12:17　もし体全体が目だったら、どこで聞きますか。もし全体が耳だったら、どこでにおいをかぎますか。

１コリ 12:18　そこで神は、御自分の望みのままに、体に一つ一つの部分を置かれたのです。

１コリ 12:19　すべてが一つの部分になってしまったら、どこに体というものがあるでしょう。

１コリ 12:20　だから、多くの部分があっても、一つの体なのです。

１コリ 12:21　目が手に向かって「お前は要らない」とは言えず、また、頭が足に向かって「お前たちは要らない」とも言えません。

１コリ 12:22　それどころか、体の中でほかよりも弱く見える部分が、かえって必要なのです。

１コリ 12:23　わたしたちは、体の中でほかよりも恰好が悪いと思われる部分を覆って、もっと恰好よくしようとし、見苦しい部分をもっと見栄えよくしようとします。

１コリ 12:24　見栄えのよい部分には、そうする必要はありません。神は、見劣りのする部分をいっそう引き立たせて、体を組み立てられました。

１コリ 12:25　それで、体に分裂が起こらず、各部分が互いに配慮し合っています。

１コリ 12:26　一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。

１コリ 12:27　あなたがたはキリストの体であり、また、一人一人はその部分です。

１コリ 12:28　神は、教会の中にいろいろな人をお立てになりました。第一に使徒、第二に預言者、第三に教師、次に奇跡を行う者、その次に病気をいやす賜物を持つ者、援助する者、管理する者、異言を語る者などです。

１コリ 12:29　皆が使徒であろうか。皆が預言者であろうか。皆が教師であろうか。皆が奇跡を行う者であろうか。

１コリ 12:30　皆が病気をいやす賜物を持っているだろうか。皆が異言を語るだろうか。皆がそれを解釈するだろうか。

１コリ 12:31　あなたがたは、もっと大きな賜物を受けるよう熱心に努めなさい。
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